















 マトリクスとなる高分子に MFR が 0.9g/10min の高密度ポリ
エチレン（PE）を用いた。カーボンナノチューブとして繊維径
が 150nm、平均繊維長が 8μm の気相成長炭素繊維（VGCF）を
用いた。2 軸押出機を用いて PE と VGCF を溶融混練した。PE
に対して VGCF を 1.0、3.0、5.0wt%添加した試料を作製した。
Fig.1 に示す流路から押出した際の押出物（PE、PE/VGCF）の




 Fig.2 に各みかけのせん断速度   におけるスウェル比を示
している。 の増加と共に PE のスウェル比が増加した。
PE/VGCF においても同様に、 の増加と共にスウェル比が増
加したが、VGCF の添加と共に PE のスウェル比は小さくな







せん断粘度を検討した結果、VGCF の添加が PE のせん断応力、法線応力差にほとんど影













Fig.1 Schematic diagram  
of our extruding system. 
Fig.2 Swell ratio plotted against 
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